
中
国
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
の
受
容

辻

本

俊

郎

一
、
問
題
の
所
在

近
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
漢
文
仏
典
も
本
格
的
な
研
究
対
象
と
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
親
（V

a
su
b
a
n
d
h
u

、

西
暦
四
〇
〇
〜
四
八
〇
年
）
著
、
菩
提
流
支
（B

o
d
h
iru
ci

）
訳
『
無
量
寿
経
論
』（
以
下
、『
論
』
と
す
る
。）

１
）

に
関
し
て
い
え
ば
、

十
分
に
評
価
さ
れ
、
研
究
さ
れ
て
き
た
と
言
い
難
い
。
そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
ず
一
つ
に
は
曇
鸞
（
西
暦
四
七
六
〜
五
四
二
年

）
に
よ
っ
て
『
論
』
の
全
文
が
そ
の
著
『
無
量
寿
経
論

』（
以
下
、『
論

』

と
す
る
）
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
浄
土
系
の
宗
学
的
な
立
場
か
ら
『
論
』
の
研
究
よ
り
も
『
論

』
の
研
究
に
重
き
を
置
か
れ
た
と
い

う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
明
治
以
降
、
新
し
い
仏
教
研
究
が
西
洋
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
際
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
の
研
究
が
そ
の
主
流
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、『
論
』
の
よ
う
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
が
現
存
し
な
い
テ
キ
ス
ト
は
、
第
二
次
的
と
考
え
ら
れ
、
残
念
な

が
ら
そ
の
研
究
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、『
論
』
は
、
浄
土
系
の
み
な
ら
ず
、
華
厳
系
、
天
台
系
、
律
系
な
ど
に
多
面
的
に
大
き
な
影
響
を
残
し
た
こ
と
は
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言
う
ま
で
な
く
、
そ
の
影
響
は
中
国
だ
け
で
は
な
く
韓
半
島
や
日
本
の
浄
土
教
な
ど
に
も
及
ん
だ
。

実
際
、
中
国
の
諸
師
、
す
な
わ
ち
、
曇
鸞
、
浄
影
寺

遠
（
西
暦
五
二
三
〜
五
九
二
年
）、
智

（
西
暦
五
三
八
〜
五
九
七
年
）、
道

綽
（
西
暦
五
六
二
〜
六
四
五
年
）、
善
導
（
西
暦
六
一
三
〜
六
八
一
年
）、
竜
興
（
西
暦
六
五
五
〜
七
一
二
年

）、
懐
感
（
西
暦
七
世

紀
）、

才
（
西
暦
六
四
八
年

）、
智

（
西
暦
六
〇
二
〜
六
六
八
年
）、

浄
（
西
暦
五
七
八
〜
六
四
五
年
）、
窺
基
（
西
暦
六
三
二

〜
六
八
二
年
）、
道
世
（
西
暦
六
六
八
年

）、
道

（
西
暦
七
世
紀
）、
智
昇
（
西
暦
七
三
〇
年
ご
ろ
）、
道
鏡
・
善
道
（
西
暦
九
世

紀
）、
延
寿
（
西
暦
九
〇
四
〜
九
七
五
年
）、
知
礼
（
西
暦
九
六
〇
〜
一
〇
二
八
年
）、
元
照
（
西
暦
一
〇
四
八
〜
一
一
一
六
年
）、
宗
暁

（
西
暦
一
一
五
一
〜
一
二
一
四
年
）
の
章
疏
に
『
論
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る２

）
。
曇
鸞
『
論

』
以
外
は
、『
論
』
の
全
文
を
引
用
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
国
の
諸
師
が
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た
テ
キ
ス
ト
の
形
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
『
論
』
に
は
菩
提
流
支
訳
の
漢
訳
が
一
本
あ
る
の
み
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
の
漢
訳
が
さ
ま
ざ
ま
な
テ
キ

ス
ト
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
と
字
句
に
異
同
が
あ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
解
釈
に
相
違
の
出
る
こ
と
さ
え
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
筆
者
は
以
前
具
に
調
査
を
試
み
た３

）
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、『
論
』
は
、
大
き
く
『
論
』
系
と
『
論

』
抽
出
本
系

の
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る４

）
。
こ
の
両
者
は
驚
く
べ
き
こ
と
に
わ
ず
か
三
千
字
足
ら
ず
の
書
物
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
よ

そ
二
〇
〇
字
も
字
句
の
異
同
が
あ
り
、
し
か
も
、
改
行
箇
所
も
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
細
か
く
前
者
は

版
系
統
、

高
麗
再

版
系
統
、
古
写
本
系
統
、
後
者
は
流
布
本
系
統
に
分
類
で
き
る
の
で
あ
る５

）
。
こ
こ
で
い
う
古
写
本
と
い
う
の
は
、
平
安
時
代

の
書
写
本
で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
の
写
本
の
転
写
本
で
あ
り
、
大
蔵
経
の
成
立
よ
り
も
か
な
り
古
く
、
落
合
俊
典
〔
二
〇
〇
九
〕
に
よ

る
と
、「
隋
唐
仏
教
文
献
の
、
忠
実
な
或
い
は
や
や
忠
実
な
写
本
が
日
本
の
古
写
本
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
で
は
、
成
立
年
代
が
で
き
る
だ
け
訳
者
菩
提
流
支
の
時
代
に
近
い
テ
キ
ス
ト
、
つ
ま
り
、
古
写
本
（
こ
こ
で
は
正
倉
院
聖
語
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蔵
本
を
使
用
す
る
）、
曇
鸞
『
論

』
か
ら
の
抽
出
本
、
房
山
雷
音
洞
石
刻
本
（
隋
末
唐
初
）
な
ど
を
中
心
に
彼
此
照
合
し
な
が
ら
、

中
国
の
諸
師
が
引
用
し
た
『
論
』
本
文
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
実
際
に
見
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
明
ら
か
に
し
、
北
魏

時
代
か
ら

時
代
ま
で
『
論
』
テ
キ
ス
ト
の
流
伝
の
形
跡
を
辿
っ
て
、
彼
ら
が
見
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
確
定
さ
せ
、
伝
播
状
況
を
明

ら
か
に
す
る
。二

、
北
魏
・
曇
鸞
の
見
た
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト

道
宣
（
西
暦
五
九
六
〜
六
六
七
）『
続
高
僧
伝
』
に
よ
る
と
曇
鸞
は
直
接
、
菩
提
流
支
に
出
会
っ
て
『
観
無
量
寿
経
』
を
授
か
っ
た

と
い
う
。
筆
者
は
こ
の
時
『
論
』
も
授
か
っ
た
と
考
え
て
い
る６

）
。
曇
鸞
は
そ
の
『
論
』
に

を
施
し
て
『
論

』
を
著
し
た
。
こ
れ
以

外
に
も
『
讃
阿
弥
陀
仏

』、『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
を
著
し
た
。
こ
の
中
で
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
に
は
二
九
種
の
浄
土
荘
厳
の
様
子

を
『
論
』
本
文
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
が
、
要
約
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

・
若
依
無
量
寿
論
。
以
二
種
清
浄
。
摂
二
十
九
種
荘
厳
成
就
。
二
種
清
浄
者
。
一
器
世
間
清
浄
。
二
是
衆
生
世
間
清
浄
。
器
世
間
清
浄

有
十
七
種
荘
厳
成
就
。
一
者
国
土
相
勝
過
三
界
道
。
二
者
其
国
広
大
量
如
虚
空
無
有
斎
限
。
三
者
従
菩
薩
正
道
大
慈
悲
出
世
善
根
所
起
。

四
者
清
浄
光
明
円
満
荘
厳
。
五
者
備
具
第
一
珍
宝
性
出
奇
妙
宝
物
。
六
者
潔
浄
光
明
常
照
世
間
。
七
者
其
国
宝
物
柔
軟
触
者
適
悦
生
於

勝
楽
。
八
者
千
万
宝
華
荘
厳
池
沼
宝
殿
宝
楼
閣
種
種
宝
樹
雑
色
光
明
影
納
世
界
。
無
量
宝
網
覆
虚
空
四
面
懸
鈴
常
吐
法
音
。
九
者
於
虚

空
中
自
然
常
雨
天
華
天
衣
天
香
荘
厳
普

。
十
者
仏

光
明
照
除
痴
闇
。
十
一
者
梵
声
開
悟
遠
聞
十
方
。
十
二
者
阿
弥
陀
仏
無
上
法
王

善
力
住
持
。
十
三
者
従
如
来
浄
華
所
化
生
。
十
四
者
愛
楽
仏
法
味
禅
三
昧
為
食
。
十
五
者
永
離
身
心
諸
苦
受
楽
無
間
。
十
六
者
乃
至
不

聞
二
乗
女
人
根
欠
之
名
。
十
七
者
衆
生
有
所
欲
楽
随
心
称
意
無
不
満
足
。
如
是
等
十
七
種
是
名
器
世
間
清
浄
。
衆
生
世
間
清
浄
有
十
二
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種
荘
厳
成
就
。
一
者
無
量
大
珍
宝
王
微
妙
華
台
以
為
仏
座
。
二
者
無
量
相
好
無
量
光
明
荘
厳
仏
身
。
三
者
仏
弁
才
応
機
説
法
具
足
清
白

令
人
楽
聞
聞
者
必
悟
解
言
不
虚
説
。
四
者
仏
真
如
智

猶
如
虚
空
照
了
諸
法
総
相
別
相
心
無
分
別
。
五
者
天
人
不
動
衆
広
大
荘
厳
譬
如

須
弥
山
映
顕
四
大
海
法
王
相
具
足
。
六
者
成
就
無
上
果
尚
無
能
及
況
復
過
者
。
七
者
為
天
人
丈
夫
調
御
師
大
衆
恭
敬
囲
遶
。
如
師
子
王

師
子
囲
遶
。
八
者
仏
本
願
力
荘
厳
住
持
諸
功
徳
遇
者
無
空
過
能
令
速
満
足
一
切
功
徳
海
。
未
証
浄
心
菩
薩
畢
竟
得
証
平
等
法
身

与
浄
心
菩
薩
与
上
地
菩
薩
畢
竟
同
得
寂
滅
平
等
。
九
者
安
楽
国
諸
菩
薩
衆
身
不
動
揺
而
遍
至
十
分
種
種
応
化
如
実
修
行
常
作
仏

事
。
十
者
如
是
菩
薩
応
化
身
一
切
時
不
前
不
後
一
心
一
念
放
大
光
明
悉
能
遍
至
十
方
世
界
。
教
化
衆
生
種
種
方
便
修
行
所
成
滅
除
一
切

衆
生
苦
悩
。
十
一
者
是
等
菩
薩
於
一
切
世
界
無
余
照
諸
仏
大
会
無
余
広
大
無
量
供
養
恭
敬
讃
歎
諸
仏
如
来

功
徳
。
十
二
者
是
諸
菩
薩

於
十
方
一
切
世
界
無
三
宝
処
住
持
荘
厳
仏
法
僧
宝
功
徳
大
海
遍
示
令
解
如
実
修
行
。
如
是
等
法
王
八
種
荘
厳
功
徳
成
就
。
如
是
菩
薩
四

種
荘
厳
功
徳
成
就
。
是
名
衆
生
世
間
清
浄
。

大
正
四
七
・
一
上
〜
下
）

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
論
』
本
文
そ
の
も
の
の
引
用
で
は
な
く
、
要
約
文
で
あ
る
の
で
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
果
た
し
て
曇

鸞
が
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
を
著
作
す
る
上
で
、
参
照
し
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
が
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
そ
の
示
唆
と

な
る
文
と
古
写
本
な
ど
と
対
照
さ
せ
て
み
る
。

①

梵
声
開
悟
遠
聞
十
方

『
論

』
抽
出
本
、『
論

』、
古
写
本
テ
キ
ス
ト
、
房
山
雷
音
洞
石
刻
本
で
は
「
梵
声
悟
深
遠
」
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

曇
鸞
よ
り
年
代
は
は
る
か
に
下
が
る
が
高
麗
再

本
な
ど
で
は
「
梵
声
語
深
遠
」
と
な
っ
て
い
る
。

②

未
証
浄
心
菩
薩
畢
竟
得
証
平
等
法
身
与
浄
心
菩
薩
与
上
地
菩
薩
畢
竟
同
得
寂
滅
平
等
。

『
論

』
抽
出
本
、『
論

』
で
は
「
未
証
浄
心
菩
薩
畢
竟
得
証
平
等
法
身
与
浄
心
菩
薩
与
上
地
菩
薩
畢
竟
同
得
寂
滅
平
等
」
と

あ
り
、『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
と
全
く
同
文
で
あ
る
が
、
古
写
本
で
は
、「
未
証
浄
心
菩
薩
畢
竟
得
証
平
等
法
身
与
浄
心
菩
薩
無
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異
浄
心
菩
薩
与
上
地
菩
薩
畢
竟
同
得
寂
滅
平
等
」
と
な
っ
て
お
り
、
ど
う
い
う
わ
け
か
「
無
異
浄
心
菩
薩
」
の
語
が
追
加
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

③

一
切
世
界
無
余
照
諸
仏
大
会
無
余
広
大
無
量
供
養
恭
敬
讃
歎
諸
仏
如
来
功
徳
。

『
論

』
抽
出
本
、『
論

』
で
は
「
一
切
世
界
無
余
照
諸
仏
大
会
無
余
広
大
無
量
供
養
恭
敬
讃
歎
諸
仏
如
来

功
徳
」
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
も
先
の
②
同
様
、
全
く
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
古
写
本
で
は
、「
一
切
世
界
無
余
照
諸
仏
大
会
無
余
広
大
無

量
供
養
恭
敬
讃
歎
諸
仏
如
来
」
と
な
っ
て
お
り
、
最
後
の
「
功
徳
」
と
い
う
字
句
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
曇
鸞
は
我
々
が
現
在
手
に
す
る
古
写
本
系
な
ど
で
は
な
く
、
自
ら
著
し
た
『
論

』
も
し
く
は
『
論

』
抽
出

本
を
座
右
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
言
え
よ
う７

）
。
こ
の
こ
と
は
『
論
』
訳
出
当
初
の
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
曇
鸞
が
見
た
『
論
』
で
あ
っ
て
、
菩
提
流
支
よ
り
授
か
っ
た
『
論
』

と
同
じ
も
の
か
ど
う
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
、
隋
代
の
諸
師
が
見
た
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト

隋
代
に
は
浄
影
寺

遠
『
無
量
寿
経
義
疏
』・『
観
無
量
寿
経
義
疏
』、
智

偽

『
浄
土
十
疑
論
』
に
『
論
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
中
で
浄
影
寺

遠
『
無
量
寿
経
義
疏８

）
』
の
引
用
は
『
論
』
各
テ
キ
ス
ト
の
字
句
の
異
同
が
な
い
た
め
、
ど
の
テ

キ
ス
ト
を
参
照
し
た
の
か
と
い
う
手
掛
か
り
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
浄
影
寺

遠
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
と
智

偽

『
浄
土
十
疑
論
』
を
採
り
あ
げ
る
。

ま
ず
、
浄
影
寺

遠
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
で
あ
る
が
、『
論
』
本
文
の
引
用
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

五
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・
依
往
生
論
五
門
為
因
。
一
礼
拝
門
称
名
礼
拝
阿
弥
陀
仏
求
生
其
国
。
二
讃
嘆
門
讃
阿
弥
陀
仏
光
明
智

一
切
徳
。
三
作
願
門
願
生
其

国
修
弥
陀
仏
所
行
所
成
。
四
観
察
門
所
観
有
三
。
一
観
彼
国
功
徳
荘
厳
。
二
観
彼
仏
功
徳
荘
厳
。
三
観
彼
菩
薩
功
徳
荘
厳
。
各
有

多
義
不
可
具
列
。
五

向
門
不
捨
苦
生

向
為
首
所
作
功
徳

以
施
之
共
生
彼
国
。（
大
正
三
七
・
一
八
三
上
）

・
依
如
往
生
論
中
説
。
二
乗
種
不
得
往
生
。（
大
正
三
七
・
一
八
四
中
）

・
彼
往
生
論
據
終
為
言
故
説
。
二
乗
種
子
不
生
。（
大
正
三
七
・
一
八
四
中
）

・
依
如
往
生
論
中
宣
説
。
女
人
根
欠
不
生
。（
大
正
三
七
・
一
八
四
中
）

こ
の
中
で
指
標
と
な
る
の
が
、「
一
観
彼
国
功
徳
荘
厳
。
二
観
彼
仏
功
徳
荘
厳
。
三
観
彼
菩
薩
功
徳
荘
厳
」
に
見
ら
れ
る
「
功

徳
荘
厳
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
論

』
抽
出
本
、『
論

』
で
は
「
一
者
観
察
彼
仏
国
土
荘
厳
功
徳
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
古
写
本
で
は
、「
一
者
観
察
彼
仏
国
土
功
徳
荘
厳
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
浄
影
寺

遠
は
、『
論

』
抽
出
本
で
は
な

く
、
古
写
本
系
を
見
て
い
た
と
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
菩
提
流
支
に
よ
る
『
論
』
訳
出
は
西
暦
五
二
九
年
、
あ
る
い

は
五
三
一
年
で
あ
り
、
曇
鸞
は
西
暦
六
世
紀
前
半
に
、
浄
影
寺

遠
は
六
世
紀
後
半
に
活
躍
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
訳
出
後
、
早
い
時

期
に
す
で
に
二
系
統
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
が
存
在
・
流
布
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
智

偽

『
浄
土
十
疑
論
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
論
』
を
見
て
み
よ
う
。

・
又
往
生
論
云
。
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
。（
大
正
四
七
巻
・
八
〇
中
）

・
故
往
生
論
云
。
言
発
菩
提
心
者
。
正
是
願
作
仏
心
。
願
作
仏
心
者
。
則
是
度
衆
生
心
。
度
衆
生
心
者
。
則
是
摂
衆
生
生
仏
国
心
。
又

願
生
浄
土
須
具
二
行
。
一
者
必
須
遠
離
三
種
障
菩
提
門
法
。
二
者
須
得
三
種
順
菩
提
門
法
。
何
者
為
三
種
障
菩
提
法
。
一
者
依
智

門
。

不
来
自
楽
遠
離
我
心
貪
著
自
身
故
。
二
者
依
慈
悲
門
。
抜
一
切
衆
生
苦
。
遠
離
無
安
衆
生
心
故
。
三
者
依
方
便
門
。
当
憐
愍
一
切
衆
生

欲
与
其
楽
。
遠
離
恭
敬
供
養
自
身
心
故
。
若
能
遠
三
種
菩
提
障
。
則
得
三
種
順
菩
提
法
。
一
者
無
染
清
浄
心
。
不
為
自
身
求
諸
楽
故
。
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菩
提
是
無
染
清
浄
処
。
若
為
自
身
求
楽
。
即
染
身
心
障
菩
提
門
。
是
故
無
染
清
浄
心
。
是
順
菩
提
門
。
二
者
安
清
浄
心
。
為
抜

衆
生
苦
故
。
菩
提
心
是
安
穏
一
切
衆
生
清
浄
処
。
若
不
作
心
抜
一
切
衆
生
。
令
離
生
死
苦
。
即
違
菩
提
門
。
是
故
安
清

浄
心
。
是
順
菩
提
門
。
三
者
楽
清
浄
心
。
欲
令
一
切
衆
生
得
大
菩
提
涅
槃
故
。（
大
正
四
七
・
八
一
上
）

今
、
太
字
で
記
し
た
文
は
、『
論
』
本
文
に
は
見
ら
れ
ず
、『
論

』
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
す
な

わ
ち
、

【『
論

』】
一
者
無
染
清
浄
心
。
不
為
自
身
求
諸
楽
故
。
菩
提
是
無
染
清
浄
処
。
若
為
自
身
楽
。
即
違
菩
提
是
故
無
染
清
浄
心
。

是
順
菩
提
門
。
二
者
安
清
浄
心
。
以
抜
衆
生
苦
故
。
菩
提
心
是
安
穏
一
切
衆
生
清
浄
処
。
若
不
作
心
抜
一
切
衆
生
。
離
生

死
苦
。
即
便
違
菩
提
是
故
抜
一
切
衆
生
故
。
是
順
菩
提
門
。（
真
宗
勧
学
寮
〔
一
九
二
五
〕
下
巻
四
四
頁
）

こ
の
よ
う
に
『
浄
土
十
疑
論
』
で
は
、「
往
生
論
云
」
と
記
し
て
お
き
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
『
論
』
本
文
だ
け
で
な
く
、『
論

』

の
文
も
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
浄
土
十
疑
論
』
の
著
者
が
『
論
』
で
は
な
く
、
曇
鸞
『
論

』
そ
の
も
の
を
座
右

に
置
い
て
著
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
隋
代
に
お
い
て
は
古
写
本
系
、『
論

』
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
、
唐
代
の
諸
師
が
見
た
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト

唐
代
に
お
い
て
は
道
綽
『
安
楽
集
』、
善
導
『
往
生
礼
讃

』、
善
導
『
観
無
量
寿
仏
経
疏
』、
竜
興
『
観
無
量
寿
経
記
』、
懐
感
『
釈

浄
土
群
疑
論
』、

才
『
浄
土
論
』、
智

『
華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
』、

浄
『
阿
弥
陀
経
義
述
』、
窺
基
『
観
弥
勒
菩
薩
上
兜
率
天

経
賛
』、
窺
基
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』、
窺
基
偽

『
阿
弥
陀
経
疏
』・『
阿
弥
陀
経
通
賛
疏
』・『
西
方
要
決
釈
疑
通
規
』、
道
世
『
法
苑
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珠
林
』・『
諸
経
要
集
』、
道

『
観
無
量
寿
経
疏
』、
智
昇
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』、
智

偽

『
仏
説
観
無
量
寿
仏
経
疏
』、
道
鏡
・
善
道

『
念
仏
鏡
』
が
『
論
』
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
中
で
、
善
導
『
観
無
量
寿
仏
経
疏９

）
』、
懐
感
『
釈
浄
土

群
疑
論10

）
』、

浄
『
阿
弥
陀
経
義
述11

）
』、
窺
基
『
観
弥
勒
菩
薩
上
兜
率
天
経
賛12

）
』、
窺
基
『
大
乗
法
苑
義
林
章13

）
』、
窺
基
偽

『
阿
弥
陀
経

疏14
）

』、
窺
基
偽

『
阿
弥
陀
経
通
賛
疏15

）
』、
窺
基
偽

『
西
方
要
決
釈
疑
通
規16

）
』、
道
世
『
法
苑
珠
林17

）
』、
道
世
『
諸
経
要
集18

）
』、
道

『
観
無
量
寿
経
疏19

）
』、
智

偽

『
仏
説
観
無
量
寿
仏
経
疏20

）
』、
道
鏡
・
善
道
『
念
仏
鏡21

）
』
は
ど
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
か
を
判
定
す
る
よ

う
な
文
を
引
用
せ
ず
、
す
な
わ
ち
、
手
掛
か
り
は
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
道
綽
『
安
楽
集
』、
善
導
『
往
生
礼
讃

』、
竜
興
『
観
無
量
寿
経
記
』、

才
『
浄
土
論
』、
智

『
華
厳
経
内
章
門

等
雑
孔
目
』、
智
昇
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
道
綽
『
安
楽
集
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
を
見
て
み
よ
う
。『
安
楽
集
』
が
『
論
』
を
引
用
し
て
い
る
の
は
次
の
三
か
所
で
あ

る
。

・
天
親
菩
薩
論
云
。
若
能
観
二
十
九
種
荘
厳
清
浄
。
即
略
入
一
法
句
。
一
法
句
者
謂
清
浄
句
。
清
浄
句
者
即
是
智

無
為
法
身
故
。

何
故
須

広
略
相
入
者
但
諸
仏
菩
薩
有
二
種
法
身
。
一
者
法
性
法
身
。
二
者
方
便
法
身
。
由
法
性
法
身
故
。
生
方
便
法

身
。
由
方
便
法
身
故
。
顕
出
法
性
法
身
。
此
二
種
法
身
異
而
不
可
分
。
一
而
不
可
同
。
是
故
広
略
相
入
。
菩
薩
若
不

知
広
略
相
入
。
則
不
能
自
利
利
他
。（
大
正
四
七
・
七
上
）

・
天
親
浄
土
論
云
。
凡
欲
発
心
会
無
上
菩
提
者
有
其
二
義
。
一
者
先
須
離
三
種
与
菩
提
門
相
違
法
。
二
者
須
知
二
種
順
菩
提
門
法
。
何

等
為
三
。
一
者
依
智

門
不
求
自
楽
。
遠
離
我
心
貪
著
自
身
故
。
二
者
依
慈
悲
門
抜
一
切
衆
生
苦
。
遠
離
無
安
衆
生
心
故
。
三
者
依
方

便
門
憐
愍
一
切
衆
生
心
。
遠
離
恭
敬
供
養
自
身
心
故
。
是
名
遠
離
三
種
菩
提
門
相
違
法
。
順
菩
提
門
者
菩
薩
遠
離
如
是
三
種
菩
提
門

相
違
法
。
即
得
三
種
随
順
菩
提
門
法
。
何
等
為
三
。
一
者
無
染
清
浄
心
。
不
為
自
身
求
諸
楽
故
。
菩
提
是
無
染
清
浄
処
。
若
為
自
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身
求
楽
。
即
違
菩
提
門
。
是
故
無
染
清
浄
心
。
是
順
菩
提
門
。
二
者
安
清
浄
心
。
為
抜
一
切
衆
生
苦
故
。
菩
提
安
穏
一
切

清
浄
処
。
若
不
作
心
抜
一
切
衆
生
離
生
死
苦
。
即
便
違
菩
提
。
是
故
抜
一
切
衆
生
苦
是
順
菩
提
門
。
三
者
楽
清
浄
心
。

欲
令
一
切
衆
生
得
大
菩
提
故
。
摂
取
衆
生
生
彼
国
土
故
。
菩
提
是
畢
竟
常
楽
処
。
若
不
令
一
切
衆
生
得
畢
竟
常
楽
者
則
違
菩

提
門
。
此
畢
竟
常
楽
依
何
而
得
。
要
依
大
義
門
。
大
義
門
者
謂
彼
安
楽
仏
国
是
也
。（
大
正
四
七
・
八
上
）

・
浄
土
論
云
。
十
方
人
天
生
彼
国
者
即
与
浄
心
菩
薩
無
二
。
浄
心
菩
薩
即
与
上
地
菩
薩
畢
竟
同
得
寂
滅
忍
。（
大
正
四
七
・
一
九
下
）

こ
こ
で
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
す
で
に
岸
一
英
〔
一
九
九
九
〕
が
、
道
綽
が
『
論
』
と
し
な
が
ら
も
『
論

』
の
文
を
も
引
用

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、『
論

』
の
引
用
は
、『
安
楽
集
』
が
最
初
で
あ
り
、『
論

』
の
み
を
見
て
『
安
楽
集
』

に
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
右
記
の
太
字
で
著
し
た
箇
所
が
、『
論

』
の
文
で
あ
る
。

善
導
『
往
生
礼
讃

』
に
は
次
の
よ
う
な
『
論
』
テ
キ
ス
ト
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

・
又
如
天
親
浄
土
論
云
。
若
有
願
生
彼
国
者
勧
修
五
念
門
五
門
若
具
定
得
往
生
。
何
者
為
五
。
一
者
身
業
礼
拝
門
。

中
略
）

二
者
口

業
讃
歎
門
。

中
略
）

三
者
意
業
憶
念
観
察
門
。

中
略
）

四
者
作
願
門
。

中
略
）

五
者
回
向
門
。（
大
正
四
七
・
四
三
八
下
）

・
天
親
菩
薩
願
往
生
礼
讃

（
中
略
）

世
尊
我
一
心

帰
命
尽
十
方

無
礙
光
如
来

与
仏
教
相
応
（
中
略
）

観
彼
世
界
相

勝
過
三
界
道

究
竟
如
虚
空

広
大
無
辺
際
（
中
略
）

正
道
大
慈
悲

出
世
善
根
生

浄
光
明
満
足

如
鏡
日
月
輪
（
中
略
）

備
諸
珍
宝
性

具
足
妙
荘
厳

無
垢
光
炎
熾

明
浄
曜
世
間
（
中
略
）

宝
華
千
万
種

弥
覆
池
流
泉

微
風
動
華
葉

交
錯
光
乱
転
（
中
略
）

宮
殿
諸
楼
閣

観
十
方
無
礙

雑
樹
異
光
色

宝
欄
遍
囲
遶
（
中
略
）

九
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無
量
宝
交
絡

羅
網
遍
虚
空

種
種
鈴
発
響

宣
吐
妙
法
音
（
中
略
）

梵
音
悟
深
遠

微
妙
聞
十
方

正
覚
阿
弥
陀

法
王
善
住
持
（
中
略
）

如
来
浄
華
衆

正
覚
華
化
生

愛
楽
仏
法
味

禅
三
昧
為
食
（
中
略
）

永
離
身
心
悩

受
楽
常
無
間

大
乗
善
根
界

等
無
譏
嫌
名
（
中
略
）

女
人
及
根
欠

二
乗
種
不
生

衆
生
所
願
楽

一
切
能
満
足
（
中
略
）

無
量
大
宝
王

微
妙
浄
華
台

相
好
光
一
尋

色
像
超
群
生
（
中
略
）

天
人
不
動
衆

清
浄
智
海
生

如
須
弥
山
王

勝
妙
無
過
者
（
中
略
）

天
人
丈
夫
衆

恭
敬
遶

仰

雨
天
楽
華
衣

妙
香
等
供
養
（
中
略
）

安
楽
国
清
浄

常
転
無
垢
輪

一
念
及
一
時

利
益
諸
群
生
（
中
略
）

讃
仏
諸
功
徳

無
有
分
別
心

能
令
速
満
足

功
徳
大
宝
海
。（
大
正
四
七
・
四
四
三
上
〜
四
四
四
上
）

こ
の
中
で
は
「
梵
音
悟
深
遠
」、「
讃
仏
諸
功
徳
」
が
ど
の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
の
か
を
判
定
す
る
指
標
と
な
っ
て
く
る
。
ま
ず
、
前

者
に
お
い
て
は
、『
論

』
抽
出
本
や
『
論

』、
古
写
本
、
房
山
雷
音
洞
石
刻
本
で
は
、「
梵
声
悟
深
遠
」
と
な
っ
て
お
り
、
高
麗
再

版
で
は
、「
梵

声
語
深
遠
」
と
な
っ
て
お
り
、
善
導
の
引
用
し
た
語
句
と
一
致
し
な
い
が
、「
悟
」
と
「
語
」
の
点
か
ら
い
え
ば
、

『
論

』
抽
出
本
や
『
論

』、
古
写
本
、
房
山
雷
音
洞
石
刻
本
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
に
お
い
て
は
、
古
写
本
、

房
山
雷
音
洞
石
刻
本
で
は
「
讃
仏
諸
功
徳
」、『
論

』
抽
出
本
や
『
論

』
で
は
「
讃
諸
仏
功
徳
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら

す
る
と
、
善
導
は
古
写
本
系
統
を
見
て
い
た
で
あ
ろ
う22

）
。

次
に
竜
興
『
観
無
量
寿
経
記
』
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
書
は
早
く
か
ら
散
逸
し
て
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
恵
谷
〔
一
九
七

六
〕
が
他
書
に
引
用
さ
れ
た
文
を
蒐
集
・
整
理
し
て
、
あ
る
程
度
復
元
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
恵
谷
復
元
本
を
利
用
す
る
と
、

一
〇

仏
教
学
会
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『
論
』
引
用
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
如

観
彼
世
界
相
。
勝
過
三
界
道
。

中
略
）

如

究
竟
如
虚
空
。
広
大
無
辺
際
。

中
略
）

如

浄
光
明
満
足
。
如
鏡
日
月

輪
。

中
略
）

如

備
諸
珍
宝
性
。
具
足
妙
荘
厳
。

中
略
）

如

無
垢
光
炎
熾
。
明
浄
曜
世
間
。

中
略
）

如

宝
性
功
徳
草
。

柔
軟
左
右
旋
。
触
者
生
勝
楽
。
過

隣
陀
。

中
略
）

如

宝
華
千
万
種
。
弥
覆
池
流
泉
。
微
風
動
華
葉
。
交
錯
光
乱
転
。

中

略
）

如

宮
殿
諸
楼
閣
。
観
十
方
無
碍
。
雑
樹
異
光
色
。
容ママ
欄
遍
囲
遶
。

中
略
）

如

無
量
容ママ
交
洛ママ
。
羅
網
遍
虚
空
。
種
々
鈴
発

響
。
宣
吐
妙
法
音
。

中
略
）

如

雨
華
衣
荘
厳
。
無
量
香
普

。

中
略
）

如

仏
恵
明
浄
日
。
除
世
痴
闇
冥
。

中
略
）

如

梵

声
悟
深
遠
。
微
妙
門ママ
十
方
。

中
略
）

如

正
覚
阿
弥
陀
。
法
王
善
住
持
。

中
略
）

如

如
来
浄
華
衆
。
正
覚
華
化
生
。

中
略
）

如

愛
楽
仏
法
味
。
禅
三
昧
為
食
。

中
略
）

如

永
離
身
心
悩
。
受
楽
常
無
間
。

中
略
）

如

大
乗
善
根
界
。
等
無
譏
嫌
名
。
女

人
及
根
欠
。
二
乗
種
不
生
。

中
略
）

如

衆
生
所
願
楽
。
一
切
能
満
足
。

中
略
）

如

無
量
大
宝
王
。
微
妙
浄
華
台
。

中
略
）

如

相
好
光
一
尋
。
色
像
超
群
生
。

中
略
）

如

如
来
微
妙
声
。
梵
響
聞
十
方
。

中
略
）

如

同
地
水
火
風
。
虚
空
無
分
別
。

中
略
）

如

天
人
不
動
衆
。
清
浄
智
海
生
。

中
略
）

如

如
須
弥
山
王
。
勝
妙
無
過
者
。

中
略
）

如

天
人
丈
夫
衆
。
恭
敬
遶

仰
。

中
略
）

如

観
仏
本
願
力
。
遇
無
空
過
者
。
能
令
速
満
足
。
功
徳
大
宝
海
。

中
略
）

一
身
不
動
揺
而
遍
十
方
種
々
応
化
常

作
仏
事
。

中
略
）

如

安
楽
国
清
浄
。
常
転
無
垢
輪
。
化
仏
菩
薩
日
。
如
須
弥
住
持
。

中
略
）

二
彼
応
化
身
一
時
念
放
大
光
明
除

衆
生
苦
。
如

無
垢
荘
厳
光
。
一
念
及
一
時
。
普
照
諸
仏
会
。
利
益
諸
群
生
。
三
於
一
切
世
界
広
大
無
量
供
養
恭
敬
讃
歎
諸
仏
。
如

雨
天
楽
華
衣
。
妙
香
等
供
養
。
讃
仏
諸
功
徳
。
無
有
分
別
心
。
四
於
十
方
世
界
無
三
宝
処
遍
至
令
解
如
実
修
行
。
如

何
等
世
界
無
。

仏
法
功
徳
宝
。
我
願
皆
往
生
。
示
仏
法
如
仏
。（
恵
谷
〔
一
九
七
六
〕
三
七
一
〜
三
七
二
頁
）

こ
の
中
で
「
梵
声
悟
深
遠
」、「
讃
仏
諸
功
徳
」、「
我
願
皆
往
生
」
の
三
つ
の
句
が
竜
興
に
よ
っ
て
参
照
さ
れ
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト

を
示
す
指
標
の
役
目
を
果
た
す
の
で
あ
る
。「
梵
声
悟
深
遠
」、「
讃
仏
諸
功
徳
」
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
古
写
本
、
房
山
雷

一
一
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音
洞
石
刻
本
を
支
持
し
て
い
る
が
、「
我
願
皆
往
生
」
に
つ
い
て
は
古
写
本
で
は
「
我
皆
願
往
生
」
と
な
っ
て
お
り
、『
論

』
抽
出

本
や
『
論

』、
房
山
雷
音
洞
石
刻
本
で
は
「
我
願
皆
往
生
」
と
な
っ
て
お
り
、『
論

』
抽
出
本
や
『
論

』、
房
山
雷
音
洞
石
刻
本

を
支
持
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
竜
興
が
見
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
は
、
あ
る
箇
所
で
は
古
写
本
に
、
あ
る
箇
所
で
は
『
論

』
抽

出
本
や
『
論

』
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
完
全
に
一
致
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
か
ら
残
念
な
が
ら
竜
興
が
見
た
『
論
』
テ

キ
ス
ト
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に

才
『
浄
土
論
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
を
見
て
み
よ
う
。

・
故
往
生
論
云
。
大
乗
善
根
界
。
等
無
譏
嫌
名
。
女
人
及
根
欠
。
二
乗
種
不
生
也
。（
大
正
四
七
・
八
四
下
）

・
又
如
往
生
論
説
。
修
五
念
門
即
得
往
生
。
何
等
五
念
。
一
者
礼
拝
。
二
者
讃
歎
。
三
者
作
願
。
四
者
観
察
。
五
者

向
。（
大
正
四

七
・
八
九
上
）

・
如
往
生
論
説
。
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
。（
大
正
四
七
・
九
一
中
）

・
一
如
往
生
論
云
。
若
善
男
子
善
女
人
修
五
念
門

行
成
就

者
畢
竟
得
生
安
楽
国
土
見
彼
阿
弥
陀
仏
。
何
等
五
念
。
一
者
礼
拝
。
二
者

讃
歎
。
三
者
作
願
。
四
者
観
察
。
五
者

向
。
復
有
五
種
門
漸
次
成
就
五
種
功
徳
応
知
。
何
者
五
門
。
一
者
近
門
。
二
者
大
会
衆
門
。

三
者
宅
門
。
四
者
屋
門
。
五
者
園
林
遊
戯
池ママ
門
。
此
五
種
門
初
四
種
門
成
就
入
功
徳
。
第
五
門
成
就
出
功
徳
。
入
第
一
門
者
以
礼
拝
阿

弥
陀
仏
為
生
彼
国
故
得
生
安
楽
世
界
。
是
名
入
第
一
門
。
入
第
二
門
者
以
讃
歎
阿
弥
陀
仏
随
順
名
義
称
如
来
名
依
如
来
光
明
智
相
修
行

故
得
入
大
会
衆
数
。
是
名
入
第
二
門
。
入
第
三
門
者
以
一
心
専
念
作
願
生
彼
修
奢
摩
他
寂
静
三
昧
行
故
得
入
蓮
華
蔵
世
界
。
是
名
入
第

三
門
。
入
第
四
門
者
以
専
念
観
察
彼
妙
荘
厳
修
毘
婆
舎
那
故
得
到
彼
処
受
用
種
種
法
味
楽
。
是
名
入
第
四
門
。
出
第
五
門
者
以
大
慈
悲

観
察
一
切
苦
悩
衆
生
示
応
化
身
。

入
生
死
園
煩
悩
林
中
遊
戯
神
通
至
教
化
地
以
本
願
力

向
故
。
是
名
出
第
五
門
。
菩
薩
入
四
種
門

自
利
行
成
就
応
知
。
菩
薩
出
第
五
門
利
益
他

向
行
成
就
応
知
。
菩
薩
如
是
修
五
門
行
自
利
利
他
速
成
就
阿

多
羅
三

三
菩
提

一
二

仏
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学
会
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故
。（
大
正
四
七
・
九
四
下
〜
九
五
上
）

こ
れ
ら
の
中
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
次
の
文
で
あ
る
。

①

【

才
】
若
善
男
子
善
女
人
修
五
念
門
行
成
就
者
畢
竟
得
生
安
楽
国
土
見
彼
阿
弥
陀
仏
。

【
古
写
本
】
若
善
男
子
善
女
人
修
五
念
門
成
就
者
畢
竟
得
生
安
楽
国
土
見
彼
阿
弥
陀
仏
。

【『
論

』
抽
出
本
】
若
善
男
子
善
女
人
修
五
念
門
行
成
就
畢
竟
得
生
安
楽
国
土
見
彼
阿
弥
陀
仏
。

②

【

才
】
菩
薩
出
第
五
門
利
益
他

向
行
成
就
応
知
。

【
古
写
本
】
菩
薩
出
第
五
門
利
益
他

向
行
成
就
応
知
。

【『
論

』
抽
出
本
】
菩
薩
出
第
五
門

向
利
益
他
行
成
就
応
知
。

③

【

才
】
菩
薩
如
是
修
五
門
行
自
利
利
他
速
成
就
阿

多
羅
三

三
菩
提
故
。

【
古
写
本
】
菩
薩
如
是
修
五
門
行
自
利
利
他
速
得
成
就
阿

多
羅
三

三
菩
提
故
。

【『
論

』
抽
出
本
】
菩
薩
如
是
修
五
念
門
行
自
利
利
他
速
得
成
就
阿

多
羅
三

三
菩
提
故
。

こ
こ
で
は
、
②
で
は
古
写
本
系
を
支
持
し
て
い
る
が
、
①
や
③
で
は
、
完
全
に
一
致
し
た
テ
キ
ス
ト
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
竜
興
と

同
様
残
念
な
が
ら

才
が
参
照
し
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
智

『
華
厳
経
内
章
門
等
雑
孔
目
』
に
見
ら
れ
る
『
論
』
本
文
を
検
討
し
よ
う
。

・
又
往
生
論
。

中
略
）

畢
竟
得
生
安
楽
国
土
見
阿
弥
陀
仏
。
一
者
礼
拝
門
。
二
者
讃
歎
門
。
三
者
作
願
門
。
四
者
観
察
門
。
五
者

向
門
。
云
何
礼
拝
。
身
業
礼
阿
弥
陀

如
来
応
正
遍
知
。
為
生
彼
国
意
故
。
云
何
讃
嘆
。
口
業
讃
嘆
。
称
彼
如
来
名
。
如
彼
如
来
光
明

智
相
。
如
彼
名
義
。
欲
如
実
修
行
相
応
故
。
云
何
作
願
。
心
常
作
願
。
一
心
専
念
畢
竟
往
生
安
楽
国
土
。
欲
如
実
修
行
奢
摩
他
故
。
云

何
観
察
。
智

観
察
。
正
念
観
彼
。
欲
如
実
修
行
毘
婆
舎
那
故
。
広
如
論
説
。
云
何

向
。

中
略
）

復
有
五
種
門
。
漸
次
成
就
五
種

一
三
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功
徳
。
一
者
近
門
。
二
者
大
衆
門
。
三
者
宅
門
。
四
者
屋
門
。
五
者
園
林
遊
戯
地
門
。
初
四
種
門
。
成
就
入
功
徳
。
第
五
門
成
就
出
功

徳
。
入
第
一
門
者
。
以
礼
拝
阿
弥
陀
仏
為
生
彼
国
故
。
得
生
安
楽
世
界
。
入
第
二
門
者
。
以
讃
嘆
阿
弥
陀
仏
。
随
順
名
義
。
称
如
来
名
。

依
如
来
光
明
相
心
修
行
故
。
得
入
大
会
衆
数
。
入
第
三
門
者
。
以
一
心
専
念
作
願
生
彼
。
修
奢
摩
他
寂
静
三
昧
行
故
。
得
入
蓮
華
蔵
世

界
。
入
第
四
門
者
以
専
念
観
察
彼
妙
荘
厳
。
修
毘
婆
舎
那
故
。
得
到
彼
処
受
用
種
種
法
味
楽
。
出
第
五
門
者
以
大
慈
悲
。
観
察
一
切
苦

悩
衆
生
。
示
応
化
身
。

入
生
死
園
煩
悩
林
中
。
遊
戯
神
通
至
教
化
地
。
以
本
願
力

向
故
。
菩
薩
如
是
修
五
門
行
。
自
利
利
他
速
得

成
就
阿

多
羅
三

三
菩
提
故
。（
大
正
三
八
・
五
七
七
下
〜
五
七
八
上
）

こ
れ
ら
の
文
の
中
で
指
標
と
な
る
の
が
、「
菩
薩
如
是
修
五
門
行
」
で
あ
る
。
古
写
本
で
は
、「
菩
薩
如
是
修
五
門
行
」、『
論

』

抽
出
本
や
『
論

』
で
は
、「「
菩
薩
如
是
修
五
念
門
行
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
古
写
本
の
系
統
を
支
持
し
て
い
る
。

次
に
智
昇
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
を
見
て
み
よ
う
。

・
又
如
天
親
浄
土
論
云
。
若
有
願
生
彼
国
者
勧
修
五
念
門
五
門
若
具
定
得
往
生
。
何
者
為
五
。
一
者
身
業
礼
拝
門
。

中
略
）

二
者
口

業
讃
歎
門
。

中
略
）

三
者
意
業
憶
念
観
察
門
。

中
略
）

四
者
作
願
門
。（
中
略
）

五
者

向
門
。（
大
正
四
七
・
四
六
六
中
）

・
依
天
親
菩
薩
願
往
生
礼
讃

二
十
拝
（
中
略
）

世
尊
我
一
心

帰
命
尽
十
方

無
礙
光
如
来

願
生
安
楽
国
（
中
略
）

観
彼
世
界
相

勝
過
三
界
道

究
竟
如
虚
空

広
大
無
辺
際
（
中
略
）

正
道
大
慈
悲

出
世
善
根
生

浄
光
明
満
足

如
鏡
日
月
輪
（
中
略
）

備
諸
珍
宝
性

具
足
妙
荘
厳

無
垢
光
焔
熾

明
浄
曜
世
間
（
中
略
）

宝
華
千
万
種

弥
覆
池
流
泉

微
風
動
花
葉

交
錯
光
乱
転
（
中
略
）

宮
殿
諸
楼
閣

観
十
方
無
礙

雑
樹
異
光
色

宝
欄
遍
囲
遶

中
略
）
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無
量
宝
交
絡

羅
網
遍
虚
空

種
種
鈴
発
響

宣
吐
妙
法
音
（
中
略
）

梵
音
悟
深
遠

微
妙
聞
十
方

正
覚
阿
弥
陀

法
王
善
住
持
（
中
略
）

如
来
浄
華
衆

正
覚
花
化
生

愛
楽
仏
法
味

禅
三
昧
為
食
（
中
略
）

永
離
身
心
悩

受
楽
常
無
間

大
乗
善
根
界

等
無
譏
嫌
名
（
中
略
）

女
人
及
根
欠

二
乗
種
不
生

衆
生
所
願
楽

一
切
能
満
足
（
中
略
）

無
量
大
宝
王

微
妙
浄
花
台

相
好
光
一
尋

色
像
超
群
生
（
中
略
）

天
人
不
動
衆

清
浄
智
海
王ママ

如
須
弥
山
王

勝
妙
無
過
者
（
中
略
）

天
人
丈
夫
衆

恭
敬
遶

仰

雨
天
楽
花
衣

妙
香
等
供
養
（
中
略
）

安
楽
国
清
浄

常
転
無
垢
輪

一
念
及
一
時

利
益
諸
群
生
（
中
略
）

讃
仏
諸
功
徳

無
有
分
別
心

能
令
速
満
足

功
徳
大
宝
海
。（
大
正
四
七
・
四
七
〇
下
〜
四
七
一
上
）

こ
こ
で
は
善
導
『
往
生
礼
讃

』
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
写
本
の
系
統
で
あ
る
。

以
上
、
唐
代
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
受
容
状
況
を
ま
と
め
る
と
、
残
念
な
が
ら
竜
興
、

才
の
見
た
『
論
』
は
確
定
で
き
な
か
っ
た
が
、

道
綽
は
『
論

』
そ
の
も
の
、
善
導
や
智

、
智
昇
は
古
写
本
を
参
照
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
以
外
の
諸

師
（
懐
感
、
窺
基
な
ど
）
が
ど
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
て
い
た
の
か
手
掛
か
り
と
な
る
文
を
引
用
し
て
い
な
い
た
め
確
定
的
な

こ
と
は
言
え
な
い
が
、
唐
代
に
は
主
に
古
写
本
の
系
統
テ
キ
ス
ト
が
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

一
五

中
国
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
の
受
容



五
、
唐
末
五
代
、

代
の
諸
師
が
見
た
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト

唐
末
五
代
、

代
に
お
い
て
は
延
寿
『
万
善
同
帰
集
』・『
宗
鏡
録
』、
知
礼
『
観
無
量
寿
仏
経
疏
妙
宗
鈔
』、
元
照
『
観
無
量
寿
仏
経

義
疏
』・『
仏
説
阿
弥
陀
経
義
疏
』、
宗
暁
『
楽
邦
文
類
』
が
『
論
』
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
延
寿
『
万
善
同
帰
集23

）
』、
知
礼

『
観
無
量
寿
仏
経
疏
妙
宗
鈔24

）
』、
元
照
『
観
無
量
寿
仏
経
義
疏25

）
』、
元
照
『
仏
説
阿
弥
陀
経
義
疏26

）
』
は
そ
の
『
論
』
引
用
文
か
ら
は
手
掛

か
り
が
つ
か
め
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
延
寿
『
宗
鏡
録
』、
宗
暁
『
楽
邦
文
類
』
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

ま
ず
、
延
寿
『
宗
鏡
録
』
に
引
用
さ
れ
る
『
論
』
は
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、『
論
』
本
文
で
は
な
く
て
、『
論

』
そ
の
も
の
で
あ
る
。

・
天
親
云
。
広
略
相
入
者
。
諸
仏
有
二
種
身
。
一
法
性
法
身
。
二
方
便
法
身
。
由
法
性
法
身
故
生
方
便
法
身
。
由
方
便
法
身
故
顕
出
法

性
法
身
。
此
二
種
身
。
異
而
不
可
分
。
一
而
不
可
同
。
是
故
広
略
相
入
。（
大
正
四
八
・
五
三
五
中
）

こ
こ
で
は
、「
天
親
云
」
と
明
記
し
て
い
る
が
、
上
記
の
文
は
『
論
』
に
見
当
た
ら
ず
、『
論

』
の
本
文
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

・
広
略
相
入
諸
仏
菩
薩
有
二
種
法
身
。
一
者
法
性
法
身
。
二
者
方
便
法
身
。
由
法
性
法
身
故
生
方
便
法
身
。
由
方
便
法
身
故
顕
出
法
性

法
身
。
異
而
広
略
相
入
。（
真
宗
勧
学
寮
〔
一
九
二
五
〕
下
巻
三
九
頁
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
多
少
の
字
句
の
異
同
は
認
め
ら
れ
る
が
、
延
寿
が
『
論
』
で
は
な
く
、『
論

』
を
見
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な

い27
）

。次
に
宗
暁
『
楽
邦
文
類
』
を
見
て
み
よ
う
。

・
無
量
寿
論

往
生

及
五
門
修
法
。（
大
正
四
七
・
一
五
〇
中
）

・
無
量
寿
優
波
提
舎
論
一
巻

堂
字
函

婆
藪
婁
豆
菩
薩
造
。
元
魏
天
竺
三
蔵
菩
提
留
支
訳
。（
大
正
四
七
・
一
五
一
上
〜
中
）
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・
天
親
論
女
人
根
欠
不
生
。（
大
正
四
七
・
一
五
三
中
）

無
量
寿
論

往
生

及
五
門
修
法
天
親
菩
薩

世
尊
我
一
心

帰
命
尽
十
方

無
量
光
如
来

願
生
安
養
国

観
彼
世
界
相

勝
過
三
界
道

究
竟
如
虚
空

広
大
無
辺
際

正
覚
阿
弥
陀

法
王
善
住
持

如
来
浄
華
界

正
覚
華
化
生

愛
楽
仏
法
味

禅
三
昧
為
食

永
離
身
心
悩

受
楽
常
無
間

大
乗
善
根
界

等
無
譏
嫌
名

女
人
及
根
欠

二
乗
種
不
生

衆
生
所
願
楽

一
切
能
満
足

故
我
願
往
生

阿
弥
陀
仏
国

我
作
論
説

願
見
弥
陀
仏

普
共
諸
衆
生

往
生
安
楽
国

若
人
修
行
五
念
門
成
就
者
。
畢
竟
得
生
安
楽
国
土
見
阿
弥
陀
仏
。
一
者
礼
拝
門
。
身
業
礼
拝
阿
弥
陀
仏
。
為
生
彼
国
意
故
。
二
者
讃
嘆

門
。
口
業
讃
嘆
彼
仏
光
明
智
相
。
欲
如
実
修
行
相
応
故
。
三
者
作
願
門
。
心
常
作
願
。
一
心
専
念
畢
竟
往
生
。
欲
如
実
修
行
奢
摩
他
故
。

一
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四
者
観
察
門
。
以
智

観
察
。
欲
如
実
修
行
毘
婆
舎
那
故
。
一
観
察
彼
国
土
荘
厳
。
二
観
察
彼
仏
荘
厳
。
三
観
察
彼
諸
菩
薩
荘
厳
。
五

向
門
。
所
有
功
徳
善
根
。
以
方
便

向
摂
取
衆
生
。
不
捨
一
切
世
間
故
。
又
観
察
門
三
種
荘
厳
。
略
説
入
一
法
句
。
謂
清

浄
句
。
真
実
智

無
為
法
身
故
。
菩
薩
如
是
修
五
門
。
自
利
利
他
。
速
得
成
就
菩
提
故
。（
大
正
四
七
・
一
六
三
中
〜
下
）。

こ
の
中
で
は
宗
暁
が
ど
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
て
い
た
の
か
を
示
唆
す
る
も
の
は
次
の
四
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
堂
字

函
」、「
故
我
願
往
生

阿
弥
陀
仏
国
」、「
所
有
功
徳
善
根
。
以
方
便

向
摂
取
衆
生
。
不
捨
一
切
世
間
故
。」「
菩
薩
如

是
修
五
門
。」
で
あ
る
。

ま
ず
「
堂
字
函
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
論
』
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
付
さ
れ
た
千
字
文
の
整
理
番
号
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
一

切
経
」
所
収
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、「
堂
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
論
』
テ
キ
ス
ト
は

版
大
蔵
経
で
あ
る
。

ま
た
、「
故
我
願
往
生

阿
弥
陀
仏
国
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
も
の
は
、
古
写
本
と

版
大
蔵
経
で
あ
る
。『
論

』
抽
出
本
や
『
論

』
で
は
「
是
故
願
生
彼

阿
弥
陀
仏
国
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
所
有
功
徳
善
根
。
以
方
便

向
摂

取
衆
生
。
不
捨
一
切
世
間
故
。」
に
お
い
て
は

版
大
蔵
経
で
は
、「
所
有
功
徳
善
根
以
巧
方
便

向
摂
取
衆
生
不
捨
一
切
世
間

故
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
。
古
写
本
や
『
論

』
抽
出
本
、『
論

』
で
は
「
不
捨
一
切
世
間
苦
悩
衆
生
心
常
作
願

向
為
首

（
得
）
成
就
大
悲
心
故
」
と
な
っ
て
い
て
、

版
大
蔵
経
を
支
持
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
菩
薩
如
是
修
五
門
。」
で
は
『
論

』
抽
出

本
や
『
論

』
は
「
菩
薩
如
是
修
五
念
門
。」
と
な
っ
て
い
る
が
、
古
写
本
や

版
大
蔵
経
で
は
「
菩
薩
如
是
修
五
門
。」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
宗
暁
は

版
大
蔵
経
所
収
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
唐
末
五
代
、

代
で
は
、『
論

』
や

版
大
蔵
経
所
収
『
論
』
テ
キ
ス
ト
が
参
照
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
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六
、
結
論

以
上
、
考
察
し
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
①
曇
鸞
は
我
々
が
現
在
手
に
す
る
古
写
本
の
祖
本
で
は
な
く
、
自
ら
著
し
た
『
論

』
も
し
く
は
『
論

』
抽
出
本
を
座
右
に
置
い
て
い
た
。
②
隋
代
に
お
い
て
は
『
論

』、
古
写
本
系
の
両
者
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
特
筆
す
べ
き
は
古
写
本
系
が
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
、
訳
出
後
、
す
で
に
早
い
時
期
に
『
論

』
系
と
古
写
本
系
の
二
系
統

の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
③
唐
末
五
代
、

代
で
は
、『
論

』
や

版
大
蔵
経
所
収
『
論
』
テ
キ
ス
ト

が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
論
』
訳
出
後
よ
り
唐
末
五
代
ま
で
い
ず
れ
の
時
代
に
も
『
論

』
系
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
中
国
で
は
主
に
流
布
本
と
し
て
定
着
し
た
の
は
、『
論

』
系
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

以
前
に
辻
本
〔
二
〇
一
七
①
〕
に
お
い
て
新
羅
に
伝
わ
っ
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
調
査
し
た
が
、
新
羅
で
は
『
論

』
が
伝
わ
っ
た
形

跡
は
全
く
な
く
、『
論

』
抽
出
本
テ
キ
ス
ト
が
伝
わ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
辻
本
〔
二
〇
一
七
②
〕
で
は
日
本
（
奈
良
・
平

安
時
代
）
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
を
調
査
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
日
本
で
は
『
論

』
抽
出
本
テ
キ
ス
ト
、
古
写
本
テ
キ
ス
ト
の
二
種
が

存
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
中
国
、
韓
半
島
（
新
羅
）、
日
本
に
は
共
通
し
て
『
論

』
抽
出
本
テ
キ

ス
ト
が
広
く
伝
播
し
て
い
た
こ
と
に
な
る28

）
。

１
）
『
無
量
寿
経
論
』
の
題
名
に
つ
い
て
は
辻
本
〔
二
〇
一
〇
〕、
大
竹
〔
二
〇
一
一
〕
を
見
よ
。

２
）

柴
田
〔
一
九
九
六
〕〔
一
九
九
七
〕
に
詳
し
い
。

一
九

中
国
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け
る
『
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３
）

辻
本
〔
一
九
九
九
〕
を
見
よ
。

４
）

そ
も
そ
も
『
無
量
寿
経
論
』
が
漢
訳
さ
れ
た
と
さ
れ
る
年
代
も
二
説
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
暦
五
二
九
年
説
と
西
暦
五
一
三
年
説
と
で

あ
る
。
筆
者
は
、
菩
提
流
支
に
よ
っ
て
二
度
漢
訳
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
辻
本
〔
二
〇
一
一
②
〕
を
見
よ
。

５
）

筆
者
は
現
在
の
と
こ
ろ
『
論
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
し
て

・
東
禅
寺
版
、

・
開
元
寺
版
、

・
思
渓
版
、

・
磧
砂
版
、
元
・
杭
州
版
、

高
麗
再

版
、
明
・
永
楽
版
、
明
・
洪
武
南
蔵
、
清
・

蔵
、
頻
伽
大
蔵
経
、
中
華
大
蔵
経
、
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
、
大
日
本
続
蔵
経
、

大
正
大
蔵
経
に
入
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
、
中
国
・
房
山
雷
音
洞
や
房
山
雲
居
寺
の
石
刻
本
、
正
倉
院
聖
語
蔵
、
金
剛
寺
一
切
経
、
七
寺
一

切
経
、
鎌
倉
光
明
寺
寂
恵
書
写
本
、
常
楽
寺
存
覚
書
写
本
、『
浄
土
宗
全
書
』、『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
（
原
典
版
）』、『
真
宗
聖
教
全

書
』、
親
鸞
加
点
本
『
論

』、
計
二
五
本
を
そ
の
写
真
版
や
コ
ピ
ー
を
蒐
集
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
『
論
』
諸
テ
キ
ス
ト
を
詳
細
に
対
照

さ
せ
る
と
、
字
句
の
異
同
、
改
行
箇
所
な
ど
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
系
統
（
大
き
く
分
類
す
る
と
四
系
統
、
さ
ら
に
細
か
く
分
類
す
る
と

八
系
統
に
な
る
）
に
分
類
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

・
Ａ
１
系
統

版
・「
東
禅
寺
版
」（
東
寺
）
所
収
本

版
・「
開
元
寺
版
」（
知
恩
院
）
所
収
本

房
山
雷
音
洞
石
刻
本
（「
願
生

」
の
み
）

・
Ａ
２
系
統

版
・「
思
渓
版
」（
増
上
寺
）
所
収
本

・
Ａ
３
系
統

版
・「
磧
砂
版
」
所
収
本

元
版
・「
杭
州
版
」（
増
上
寺
）
所
収
本

明
版
・「
洪
武
南
蔵
」
所
収
本

・
Ａ
４
系
統

明
版
・「
永
楽
北
蔵
」
所
収
本

二
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明
版
・「
嘉
興
蔵
」
所
収
本

清
版
・「

蔵
」
所
収
本

・
Ｂ
１
系
統

高
麗
版
・「
高
麗
再

版
」（
増
上
寺
）
所
収
本

房
山
雲
居
寺
石
刻
本
所
収
本

「
中
華
大
蔵
経
」
所
収
本

「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
所
収
本

・
Ｂ
２
系
統

「
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
」
所
収
本

中
華
民
国
・「
頻
伽
蔵
」
所
収
本

・
Ｃ
系
統

親
鸞
加
点
本
『
無
量
寿
経
論

』
抽
出
本

（
流
布
本
系
）鎌

倉
光
明
寺
所
蔵
寂
恵
書
写
本

京
都
常
楽
寺
所
蔵
存
覚
書
写
本

『
浄
土
宗
全
書
』
第
一
巻
所
収
本
（
義
山
版
を
底
本
と
す
る
）

『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
（
原
典
版
）』
所
収
本
（
兵
庫
県
毫
摂
寺
所
蔵
永
享
九
年
本
を
底
本
と
す
る
）

『
真
宗
聖
教
全
書
』
第
一
巻
（
三
経
七
祖
部
）
所
収
本
（
底
本
は
京
都
常
楽
寺
所
蔵
存
覚
書
写
本
）

・
古
写
本
系

正
倉
院
聖
語
蔵
本
（
平
安
時
代
）、
七
寺
一
切
経
写
本
（
平
安
時
代
後
期
）、
金
剛
寺
一
切
経
写
本
（
鎌
倉
時
代
）

６
）

辻
本
〔
二
〇
一
一
②
〕
を
見
よ
。

７
）

曇
鸞
の
用
い
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
が
、『
論

』
抽
出
本
で
あ
っ
た
場
合
、
曇
鸞
が
菩
提
流
支
よ
り
授
か
っ
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
は
古

二
一

中
国
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
の
受
容



写
本
系
の
『
論
』
テ
キ
ス
ト
で
は
決
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
辻
本
〔
二
〇
一
一
②
〕
を
見
よ
。

８
）

天
親
作
往
生

。
女
人
根
欠
及
二
乗
種
。
皆
不
得
生
。（
大
正
三
七
・
一
〇
七
下
）。

９
）

天
親
浄
土
論
云
。
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
。（
大
正
三
七
・
二
五
一
上
）。

10
）

六
浄
土
論
説
有
五
門
。
一
身
業
礼
拝
門
。
二
口
業
念
仏
門
。
三
意
業
観
察
門
。
四
発
願
門
。
五

向
門
。（
大
正
四
七
・
三
九
下
）、
浄

土
論
言
。
身
業
恭
敬
門
。
礼
拝
阿
弥
陀
仏
。（
大
正
四
七
・
五
四
上
）、
又
浄
土
論
言
。
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
。（
大
正
四
七
・
五
八

下
）、
浄
土
論
云
。
大
乗
善
根
界
等
無
譏
嫌
名
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
。（
大
正
四
七
・
六
二
上
）。

11
）

故
往
生
論
云
。
一
礼
拝
門
。
二
讃
歎
門
。
三
作
願
門
。
四
観
察
門
。
五

向
門
。（
大
正
三
七
・
三
〇
八
上
）。

12
）

故
無
量
寿
経
論
言
。
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
。（
大
正
三
八
・
二
七
四
上
）、
天
親
浄
土
論
無
著
往
生
論
与
。
言
報
土
女
人
及
根
欠
二

乗
種
不
生
。（
大
正
三
八
・
二
七
七
上
）。

13
）

無
量
寿
論
云
。
女
人
及
根
欠
。
二
乗
種
不
生
。（
大
正
四
五
・
三
六
四
下
）、
世
親
菩
薩
浄
土
論
云
。
女
人
及
根
欠
。
二
乗
種
不
生
。

（
大
正
四
五
・
三
七
〇
下
）、
無
著
天
親
浄
土
論
言
。
女
人
根
欠
二
乗
種
等
皆
不
生
故
。（
大
正
四
五
・
三
七
一
下
）。

14
）

無
量
寿
論
云
。
此
即
地
荘
厳
宝
欄
周
匝
囲
繞
。（
大
正
三
七
・
三
一
九
中
）、
無
量
寿
論
云
。
空
荘
厳
也
。
無
量
宝
絞
絡
羅
網
遍
虚
空
。

（
大
正
三
七
・
三
一
九
下
）、
無
量
寿
論
云
。
水
荘
厳
也
。（
大
正
三
七
・
三
一
九
下
）、
無
量
寿
論
云
。
雨
荘
厳
也
。（
大
正
三
七
・
三
二

〇
下
）、
無
量
寿
論
曰
。
又
分
有
二
。
初
明
如
来
功
徳
荘
厳
。
次
明
菩
薩
功
徳
荘
厳
。（
大
正
三
七
・
三
二
三
上
）、
若
無
量
寿
論
修
五
念

門
成
就
亦
得
往
生
。
一
礼
拝
門
。
謂
身
業
礼
拝
。
二
者
讃
嘆
門
。
謂
口
業
讃
嘆
也
。
三
発
願
門
。
心
常
願
往
生
。
四
観
察
門
。
以
智

観

察
彼
国
仏
及
菩
薩
故
。
五

向
門
。
不
捨
一
切
苦
悩
衆
生
故
。（
大
正
三
七
・
三
二
六
中
）。

15
）

無
量
寿
論
云
。
為
地
荘
厳
也
。（
大
正
三
七
・
三
三
九
中
）、
問
浄
土
論
云
。
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
。（
大
正
三
七
・
三
四
三
中
）。

16
）

浄
土
論
云
。
大
乗
善
根
界
。
等
無
譏
嫌
名
。
女
人
及
根
欠
。
二
乗
種
不
生
。（
大
正
四
七
・
一
〇
七
下
）、
如
浄
土
論
。
二
乗
種
不
生
。
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（
大
正
四
七
・
一
〇
七
下
）。

17
）

故
浄
土
論
云
。
備
諸
珍
宝
性

具
足
妙
荘
厳
。（
大
正
五
三
・
三
九
七
下
）、
浄
土
論
云
。
観
彼
世
界
相

勝
過
三
界
道
。（
大
正
五

三
・
三
九
七
下
）、
故
浄
土
論
云
。
土
有
五
種
。
一
純
浄
土
。
唯
在
仏
果
。
二
浄
穢
土
。
謂
浄
多
穢
少
。
即
八
地
巳
上
。
三
浄
穢
亭
等
土
。

謂
従
初
地
乃
至
七
地
。
四
穢
浄
土
。
謂
穢
多
浄
少
即
地
前
性
地
。
五
雑
穢
土
。
謂
未
入
性
地
。
第
五
人
見
後
一
不
見
前
四
。
第
四
人
見
後

二
不
見
前
三
。
第
三
人
見
後
三
不
見
前
二
。
第
二
人
見
後
四
不
前
見
一
。
第
一
仏
上
下
五
土
悉
知
悉
見
也
。（
大
正
五
三
・
三
九
八
上

〜
中
）、
如
浄
土
論
云
。
一
者
礼
拝
。
二
者
讃
歎
。
三
者
作
願
。
四
者
観
察
。
五
者

向
。（
大
正
五
三
・
三
九
八
中
）、
優
波
提
舎
論

云
。
観
彼
世
界
相

勝
過
三
界
道

究
尽
如
虚
空

広
大
無
辺
際

正
道
大
慈
悲

出
世
善
根
生

浄
光
明
満
足

如
鏡
日
月
輪
。（
大

正
五
三
巻
・
三
九
九
上
）、
往
生
論
云
。
若
善
男
子
善
女
人
修
五
念
成
就
者
畢
竟
得
生
安
楽
国
土
見
彼
阿
弥
陀
仏
。
何
等
為
五
。
一
者
礼

拝
。
二
者
讃
歎
。
三
者
作
願
。
四
者
観
察
。
五
者

向
。（
大
正
五
三
・
九
八
七
中
）。

18
）

故
浄
土
論
云
。
備
諸
珍
宝
性

具
足
妙
荘
厳
。（
大
正
五
四
・
三
下
）、
浄
土
論
云
。
観
彼
世
界
相

勝
過
三
界
道
。（
大
正
五
四
・
四

上
）、
優
波
提
舎
論

云
。
彼
世
界
相

勝
過
三
界
道

究
尽
如
虚
空

広
大
無
辺
際

正
道
大
慈
悲

出
世
善
根
生

浄
光
明
満
足

如
鏡
日
月
輪
。（
大
正
五
四
・
四
中
）。

19
）

往
生
論

云
。
観
彼
世
界
相

勝
過
三
界
道

究
尽
如
虚
空

広
大
無
辺
際
。
正
道
大
慈
悲

出
世
善
根
生

浄
光
明
満
足

如
鏡
日

月
輪
。（
恵
谷
〔
一
九
七
六
〕
三
四
六
）。

20
）

問
論
女
人
根
欠
不
生
。（
中
略
）
論
説
女
人
根
欠
不
生
者
。（
大
正
三
七
・
一
九
三
中
）。

21
）

又
無
量
寿
経
論
云
。
念
仏
有
五
種
門
。
何
者
為
五
。
一
者
礼
拝
門
。
身
業
専
礼
阿
弥
陀
仏
。
二
者
讃
歎
門
。
口
業
専
称
阿
弥
陀
仏
名
号
。

三
者
作
願
門
。
所
有
礼
念
功
徳
唯
願
求
生
極
楽
世
界
。
四
者
観
察
門
。
行
住ママ
坐
臥
唯
遣
観
察
阿
弥
陀
仏
速
生
浄
土
。
五
者

向
門
。
但
念

仏
礼
仏
功
徳
唯
願
往
生
浄
土
速
成
無
上
菩
提
。（
大
正
四
七
巻
一
二
一
下
）、
往
生
論
云
。
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
。（
大
正
四
七
巻
一

二
三

中
国
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
の
受
容



二
六
下
）、
又
往
生
論
云
。
観
彼
世
界
相

勝
過
三
界
道

究
竟
如
虚
空

広
大
無
辺
際
。（
大
正
四
七
巻
一
三
〇
中
）。

22
）

房
山
雷
音
洞
石
刻
本
の
字
句
と
一
致
す
る
が
、
善
導
は
こ
の
石
刻
本
を
見
て
い
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
善
導
は
『
論
』
の
長
行
（
散

文
）
も
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
石
刻
本
に
は
残
念
な
が
ら
長
行
（
散
文
）
が
刻
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

23
）

往
生
論
云
。
遊
戯
地
獄
門
者
生
彼
国
土
得
無
生
忍
已
。
還
入
生
死
国
。
教
化
地
獄
。
救
苦
衆
生
。
以
此
因
縁
求
生
浄
土
。（
大
正
四

八
・
九
六
六
下
）。

24
）

無
量
寿
経
論
。
今
云
往
生
論
是
也
。
天
親
所
造
有
十
七
成
就
。
至
第
十
六
大
義
門
成
就
中
。

云
。
大
乗
善
根
男
。
等
無
譏
嫌
名
。
女

人
及
根
欠
。
二
乗
種
不
生
。
長
行
釈
云
。
故
浄
土
果
報
離
二
種
譏
嫌
過
。
一
者
体
。
二
者
名
。
体
有
三
種
。
一
二
乗
人
。
二
女
人
。
三
諸

根
不
具
人
。
無
此
三
種
過
故
名
離
譏
嫌
也
。
名
亦
三
種
非
但
無
三
体
。
乃
至
不
聞
二
乗
女
人
諸
根
不
具
三
種
名
故
。（
中
略
）
彼
論
二
乗

種
不
生
。

中
略
）

論

女
人
根
欠
不
生
之
文
。（
大
正
三
七
・
二
二
八
中
）。

25
）

故
往
生
論
云
。
二
乗
種
不
生
。（
大
正
三
七
・
二
八
〇
上
）、
往
生
論
云
。
二
乗
種
不
生
。（
大
正
三
七
・
三
〇
一
中
）、
問
往
生
論
。
女

人
根
欠
皆
不
得
生
。（
大
正
三
七
・
三
〇
四
下
）。

26
）

往
生
論
説
。
二
乗
不
生
。（
大
正
三
七
・
三
六
一
中
）。

27
）

柴
田
〔
一
九
九
七
〕
は
、『
宗
鏡
録
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
論
』
は
、
道
綽
『
安
楽
集
』
の
孫
引
き
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
筆
者
の
調
査
し
た
と
こ
ろ
、『
宗
鏡
録
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
と
道
綽
『
安
楽
集
』
は
、
完
全
に
一
致
せ
ず
、
孫
引
き
の
可

能
性
は
低
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
辻
本
〔
二
〇
一
五
〕
を
見
よ
。
ま
た
、
牧
田
諦
亮
・
直
海
玄
哲
・
宮
井
里
佳
〔
一

九
九
五
〕
は
「

代
に
な
る
と
、『
安
楽
集
』
は
、
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
も
は
や
、
不
明
で
あ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、『
宗
鏡

録
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
論
』
は
、
道
綽
『
安
楽
集
』
の
孫
引
き
と
す
る
柴
田
説
を
採
れ
ば
、『
安
楽
集
』
は

代
に
も
存
在
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
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28
）

し
か
し
、
菩
提
流
支
の
訳
出
し
た
『
論
』
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
関
し
て
は
古
写
本
と
の
関
係
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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